
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

４年生が、「いのち」について学習をしています。 

この取組は、おごおり地域づくり協議会と山口県助産師会の皆さんにご協力いただき、毎年実

施しています。この授業を通じて、子どもたちは、自分のいのちが産まれたときの家族の喜びや

自分を含めた家族のがんばり、妊娠しているときのお母さんのたいへんさなどを学ぶことがで

きました。この学習は、４年の保健や５年生の理科「人のたんじょう」につながっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南小コミスク通信○
令和３年１２月２１日 

小郡南小学校 

～大好き小郡！ふるさと小郡を 子どもに！～ 

南小ホームページ 

  小郡南小 開校30周

おごおり地域づくり協議会と山口県助産師会の協力により、４年生が 

「いのち」について学びました。 

  

産道を通って生まれてくる体験をしました。産 

道を出るのはたいへんでした。赤ちゃんもがん 

ばっていることが分かりました。 

妊婦体験をしました。重くて歩くだけでもたいへん

なのに、足を曲げるのはもっとたいへんでした。 

30 

足立さん（助産師）の思い 
 

小学４年生という、子どもたち

の身体が変化し始める大切な時

期に、命の誕生に携わっている助

産師としての立場からお話しさ

せていただきました。お子様一人

ひとりが自分は繋いでいく命の

もとを持つ大事な身体であると

認識し、自分のことも友だちのこ

とも大切にしようと、改めて思え

るきっかけになっていましたら

幸いです。 


